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ふり返ってみると、地域の暮らし方が変わり

始めたのは、バブルが終わりを迎えた 1990年代

でした。この頃、知多地域では、核家族化が進

む北部を中心に、住民による家事援助などの相

互扶助がボランタリーに動き出しました。やが

て、「施設の中ではなく、町の中で普通に暮ら

したい」という声に応えるように、福祉系 NPO

が身近な地域で立ち上がり、持続可能な“イカ

ダ連帯型”と呼ばれるネットワークへと発展し

ていきました。しかし、2025 年問題が注目され

始めた時期と重なるように、地域福祉の担い手

不足も語られるようになりました。当法人が設

立当初から運営してきた介護職員初任者研修の

受講者数も大きく減少し、今年度から従来の申

込制研修は不開催となりました。こうした背景

を踏まえ、新たな“イカダ”を生み出すような

『地域内資金循環』を構築するため、認定 NPO

法人格の取得を目指し、組織体制の見直しを進

めています。 

さて、知多地域における地域福祉の担い手の

変化に注目されている、日本福祉大学社会福祉

学部の菊池遼先生による研究成果報告会が７月

28 日、知多市市民活動センターにて開催され、

行政や社会福祉協議会、NPO ら 40 人が参加しま

した。この日は、ヒアリング調査に同行された

前代表の岡本一美さんも登壇され、両名による

ディカッションも行われました。その報告を共

有します。            市野恵 

 

「ジェンダー・世代に着目した地域福祉の担い手の

研究」研究成果報告会 

1．研究全体の概要 

本研究は「ジェンダー・世代に着目した地域

福祉の担い手の研究」の研究成果をまとめたも

のである。全国的な動向を捉えた統計調査、知

多半島の福祉 NPO 創業世代 3 名へのインタビュ

ー調査、知多半島 5市 5町の福祉 23団体へのイ 

ンタビュー調査を実施した。とくに、23 団体を

対象としたインタビュー調査では、団体におけ

る支援のありようや、組織上の困っていること

等の質問に対して回答を得ている。今後は本調

査の分析を続け、論文投稿するため、今回は中

間報告となることをご承知おきいただきたい。 

背景には、地域共生社会の実現に向けて包括

的支援体制の構築、重層的支援体制整備事業と

いった地域福祉の関連政策が整備された。特に、

知多地域では相談支援、参加支援、地域づくり

を一体的に進める重層的支援体制整備事業がス

タートする一方で、地域づくりの担い手不足が

ある。この空洞化は知多半島のみならず、全国

各地で起きているのではないか？という疑問か

ら、本研究の着想に至った。 

菊池）地域福祉の実践の先進地として知多半島

福祉モデルは知られている。岡本さんが

代表就任時は、研修が多かった？  

岡本）就任期間の 2010 年から 2017 年は、介護

職員初任者研修をはじめ様々行っていた。 

菊池）県内外問わず、視察も多かった？ 

岡本）NPO 現場研修として視察を受け入れてき

た。地域づくりを始める際に何が大事で、

どうやって始めたらいいかわからないが

やりたい！と言う方が随分いた。また、

行政担当課が先進的な現場の実際を見た

いというニーズも多く、毎月のように開

催していた。 
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菊池）ところが、2017 年以降は研修や視察が減

少している。これは、知多半島の福祉モ

デルが変わり始めたと言える。 

製造業や重工業が盛んな愛知県の団塊世代に

は専業主婦が多く、知多半島では、介護保険制

度が始まった頃に子育てがひと段落して再び働

き始める、あるいは、親の介護と重なり、福祉

NPO に参加していった人が多い。今回の調査で

は、この世代と団塊ジュニア世代以降とは様相

が変わったことが結果として表れている。専業

主婦層がボランティアのボリュームゾーンだっ

た時代と今を比較する場合、前提として、社会

状況を把握することが必要になる。 

では、知多半島モデルとは何だったのか。そ

のキーワードは“NPO”。本学が 2014 年度に

「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」

に採択された時に描いた知多半島モデルの資料。

当時、地域福祉の先進モデルとして全国に広げ

ようと取り組んできたが、12 年が経過した今と

は前提が違うのではないか。調査結論を言うと、

知多半島の NPO は凄いが、その質が変わってき

ている。 

本学地域ケア研究推進センター編著『「0 か

ら 100 歳の地域包括ケア」への挑戦－大学と地

域の協働研究－」』は 2024年に出版され、この

中で 6 つの特徴が挙げられている。中でも、圏

域を重層的にとらえ、地域ごとに実践を重ねて

いることと併せ、人財育成も行ってきたことが

大事であり、特に、社会資源開発に取り組んで

きた実績があることが凄いと僕は思っている。

知多半島の NPO の歴史とは「ないものをつくる」

であり、その実践を重ねてこられたスピリット

は、今も DNA として続いていることが、今回の

団体インタビューで見えてきた。 

２．「社会生活基本調査」に基づくボランティアの

担い手の変化 

5 年ごとに総務省が行う社会生活基本調査に

利用申請し、過去一年間でのボランティア活動

への参加可否等の質問項目を含む約 13万件のデ

ータを統計分析した。グラフ等の図式も含め、

共著者の寺下先生（東大）に依頼し、作成した。 

スウェーデンの政治経済学者ペストフによる

と、福祉サービスの提供に 4 つの次元が存在す

る。1つは国家、2つ目にコミュニティ（世帯・

家族等）、3 つ目は市場（民間企業）。これら

が賄いきれないところは、4 つ目としてアソシ

エーション（NPO）が行う。これをペストフの

福祉ミックスモデル（福祉トライアングル）と

いう。2000 年に施行された介護保険制度以前の

ケアの担い手は家族だった。介護の社会化を謳

い、市場サービスに任せることが、日本の福祉

政策の歴史であり、2003年の支援費、2006年の

障害者自立支援法も軌を一にする。2016 年に 1

億総活躍プランの中で地域共生社会の概念が登

場し、2017年に包括支援体制の構築、2020年に

は重層的支援体制整備事業が始まった。つまり、

今の国の政策的な流れは、家族まで戻さないま

でも、その手前の地域ぐらいまで戻そうとして

いる。 

フェミニズムの研究ではアンペイドワークだ

ったケア労働が有償になったといわれている。

もともと家庭内の家事、育児、介護を担ってき

た専業主婦が福祉施設等で働き始めた。その女

性たちがまた家庭に戻るとは考えにくいだろう。

他方、インタビューでは、介護や支援は自分の

やりたいことでもあったし、仕事でもあったと

答えているように、その枠組みの緩さを語って

いる。そう考えると、当時は曖昧な線引きの中

でケアを担っていたが、制度化された今は仕事

とプライベートとの切り替えが明確になった。 

総務省統計のボランティア活動行動者率をみ

ると、2001 年 28.9%、2021 年はコロナの影響も

あるとはいえ 17.8%と右肩下がりになっている。

ジェンダー別に注目すると、これまで女性が上

回っていた参加率は 2021年に初めて男性が上回

る。次に、どういう属性がボランティアしやす

いかを専業主婦・夫と年齢で見ると、専業主夫

の方がボランティアに参加する確率が少し高く、

その年代は一様ではないことがわかる。専業主

婦の場合は、2001 年では 40 代から 60 代にボラ

ンティアに参加し始める。この傾きは徐々に下

がり、2021 年は年齢差がほとんどなくなってい

る。つまり、昔はボランティアの中心的な担い

手は、子育て期が一段落した女性であることが

全国の統計調査からもわかる。 

家での介護に着目する。家で介護をしている

人ほどボランティアに参加しやすいという結果

は、すべての調査年を通して確認された。家で

介護している人と、そうでない人を比べると、

2001 年は 4 回ぐらいボランティアに参加してい

る。つまり、自分がケアの当事者であるほどボ

ランティアに参加しやすかった。それは今でも

変わっていない。これを無償の助け合いを起点

に有償ボランティアが始まった知多半島に置き
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換えて考えてみると、親あるいは、義理の親の

介護が助け合いに発展した経緯が統計分析とも

重なる。 

３．NPO 創業世代リーダーたちの語りの分析 

今回のインタビューで話を聞く限り、知多半

島の人も地域で困っている高齢者の家事援助を

行い、自分が高齢になったら下の世代に助けて

もらうという互酬性的な発想で始まっている。 

岡本）1990 年代当時、まさに主婦層だった諸先

輩が、この地域でたくさんの市民活動、

公助活動を始められた。2000 年頃の問題

意識には、女性の生き方、働き方、ある

いは女性の存在に対するジェンダーの視

点が非常に強かった。併せて、慣習や認

識の違いに声を上げ、集まった皆さんと

学習を重ねられていた。90 年代以降、途

切れることなく非常に高い学習性を維持

され、たくさんの勉強会、研修会等を開

催してきた。 

菊池）これは、女性たちがやっていたというこ

とですよね。 

岡本）男性も多少はいらっしゃったが、中心に

なっていた女性たちは非常に力があった。

とにかく勉強されている。 

ある方から「現役から代表を降りた諸先輩方

は今、自由な市民活動を謳歌していて、すごく

楽しそうだよ」と伺った。確かに、知多半島の

NPO は比較的円滑に代替わりし、世代交代した

後も別の形で市民活動をする先輩方が多い。こ

こに着目し、仮説を立てて調査を行った。結果

は、代表として立ち上げた組織を退任した後も

市民活動を継続し、なおかつ法人格を取得と条

件付けをしたので、該当者は 3 人に絞られた。

今回は「楽しさ」や「やりがい」という価値観

が法人化や制度参入後に維持もしくは変容して

きたかを検討することを目的に、次の 4 つの仮

説をもとにインタビューを行った。仮説①有償

ボランティアで助け合いをしていた時は、楽し

さや、やりがいを感じていたからこそ参加して

たのではないか。仮説②法人化し、介護保険事

業に参入すると経営責任が発生するから、楽し

くなくなったのではないか。仮説③退任後は代

表の重責から解放され、やっと好きなことがで

きるようになったから、楽しくなってる。仮説

4）創業者が代表就任時は、専業主婦がボラン

ティアとして活躍していたので、今よりも人材

面も財政的にも豊かな時代だった。 

インタビュー調査は語りをコード化し、カテ

ゴリ別に分類するコーディングスケールで分析

した。語りからは、専業主婦という出発点にあ

ると見えてきた。そもそも女性の活動が妨げら

れていた時代に自己実現できる場が NPO だった。

また NPO のリーダーは知多半島出身者だけでな

く、地域のつながりを持たない県内外の出身者

も多く、NPO での繋がりやボランティアで仲間

づくりを求めていた。では、法人化した後の変

化はどうか。確かに制度導入による揺らぎが発

生していた。具体的には「制度によって理想的

なケアが難しくなる」「45 分で何がケアできる

んだ」また「初期に集った仲間と、給与を支払

うスタッフとでは、想いの違いもある」とある。 

該当する 3 名は代表時代を振り返り、「楽し

くやっていた。割と自由にやっていた」と応え、

「法人化した後もずっと、自分のやりたいこと

は『これが必要だ』と言って、突き進んでやっ

てきた」という、仮説の枠を越えた語りも出て

きた。引き際と代表の継承については「確かに、

お金をもらわない方が気楽」や「やっぱり面白

くないと、人は集まらないからね」と、今でも

周りの人に声をかけ、精力的にボランティアや

人を巻き込んでいる。また、次世代に対して

「もっと自由にやればいいんじゃないかな」、

「今は経営が厳しくなっている面もあるだろう。

でも、しんどいと人はやって来ないから」と述

べた。 

今回の調査の結果、仮説①は想定通りだった

が、仮説②については、制度化された法人形成

の過程において、確かに制約はあるものの、ず

っと楽しく活動してきたことが分かった。当時

は、女性にとっての社会参加、自己実現の場と

いう意味があったと分析している。2000 年代は

介護保険事業からの蓄財を原資に、自由な市民

活動に使うことができた時代だったが、今は、

それができない時代ではある。 

４．現在の知多半島の福祉 NPO の分析 

人を巻き込まなければ活動が発展しない市民

活動をどうすれば、今の時代に合った楽しさや、

やりがい、自由さを取り戻せるのかという疑問

に対して、NPO23 団体（知多半島下にある全て

の福祉 NPO が対象ではない）の協力のもと、現

役の代表に気持ちや考えをインタビューしてい

る。ファイブ・フォース分析に基づき、NPO の

置かれた環境の変化や NPO に対するボランティ

アの語りを、現時点での結果を報告する。 
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基本情報一覧をみると、法人格は一般社団を

選択しているところが多く、老舗団体ほど代表

交代や事業承継をしている。また介護保険が始

まる頃に設立された団体は、主たる事業が介護

保険事業だが、設立年が下がるにしたがって、

介護保険事業が主たる事業の団体は激減する。

近年法人を設立した代表者の多くは、もともと

福祉関係の仕事に就いていた人たちが、制度上、

あるいは、制度のハザマに課題を感じて法人を

設立している。他方、老舗団体を設立した人は

福祉の専門職ではないが、地域の課題を感じ取

り、ボランティア活動を始めている。この点が

大きく異なる。 

全国的には事業者間でスタッフあるいは利用

者の取り合いがあり、地域の既存間組織で競争

が起きている。知多半島 NPO の世代間ギャップ

の存在を前提に、ファイブ・フォース分析の 5

つの競争要因について要点を述べると、①既存

組織間の競争：知多半島の NPO は、他の NPO 法

人や社会福祉法人に対して「競争は基本ない」。

また象徴する発言に「地域ごとにそういう団体

が生まれるのは喜ばしいこと。社会資源が増え

るのはすごくありがたいことだ」とあった。②

新規参入の脅威：放課後等デイサービスの急増

に対する脅威は少し聞こえてきたが、それなり

に子どものニーズも増えていると肯定的に捉え

ていた。新規事業所とコミュニケーションにつ

いて、大半の NPO は連絡を取っていないと回答

したが、中には、協働や他の関係で連絡を取っ

ているという話も聞こえてきた。③売り手の交

渉力：関東での人材獲得は、高い給与で有資格

者の引き抜きもあるようだが、今回はそういっ

た回答はなかった。かつての担い手である専業

主婦や定年退職後の男性が満遍なく減少してい

ることは、共通して出ていた話である。一部に

は、低賃金ゆえに若い職員が辞めてしまったと

いう語りも出ていた。④買い手の交渉力：NPO

の経営にとって、国による介護報酬の改定など

の制度変化の影響は大きく、今の政策動向は、

小規模事業所にとって厳しい体系になっている

との声も聞こえてきた。⑤代替サービスの脅威

の側面はあまりみられなかった。 

ファイブ・フォース分析より、既存組織間の

競争も新規参入の脅威も限定的。むしろ新設事

業所は、社会資源として歓迎される傾向にある。

利用者の交渉力も、特に介護サービスは公定価

格なので、諸々の価格差はそう多くはない。一

貫して創成期を支えていた有償ボランティアや、

住民参加という担い手の基盤縮小を指摘してい

る。また、競争による淘汰や知多半島 NPO 全体

が衰退というよりも、老舗団体の活力に少し低

下がみられる一方で、テーマ型 NPO が新たに生

まれ、併存している状況にある。また、介護保

険事業が始まった当時は、知多半島圏域で学び

あう必要性はあったが、知多半島圏域での学習

のニーズはなくなってきていることが、語りの

中から見えてきた。他方、知多南部では障害者

自立支援協議会を通じて、NPO 間のやり取りが

行われているように、知多半島圏域ではなく、

市町村単位での連携にニーズがあると聞こえて

いることから、ネットワーク自体の質も変化し

てきたと捉える必要があるだろう。 

担い手が減少する中で、ボランティアに関す

る分析の結果、7点のコードに分類、そのうち 3

点の語りとその傾向を説明する。 

【責任と専門性の点からボランティアはあえて入

れない】 

ボランティアはいないが、お金が絡んでいる

から作らない主義。無償ボランティアだと続か

ない。悪い言い方をすると責任感がない。うち

純粋なボランティアって誰もいない。もうすぐ

にバイトに切り替えている。ヘルパーさんが今

90 人いて、ボランティア登録は特にやっていな

い。うちはボランティアも大事だと思うけど、

やっぱり利用者さんたちに支援、サポートする

ために、ちゃんと雇用してやりたい。ボランテ

ィアさんをお願いすることは、ちょっとまとめ

きれないと思ったので、最初からスタッフと言

う立ち位置で。かつてのボランティアや助け合

いヘルパーから、徐々に雇用への転換が進んで

きた。ボランティアでは難しい事業内容の団体

もあり、一概には言えないものの、ボランティ

ア募集自体がなくなってきている。 

【ボランティアが減少、ないし仕事化】 

今ボランティアは全然ないです。昔はいらっ

しゃった。昔は 50人近い登録さんがいたけど、

減少傾向になった。ボランティアという意識で

なく仕事という感覚になった。ボランティアは

いない。団体ができた頃は 60歳が定年だったが、

今は 70代でも働くのが当たり前の時代。ボラン

ティアで始まったけど、労働っていう感じのイ

メージに変わってきちゃってる。こういった変

化の中で、ボランティアは昔よりも減少傾向で

あり、その担い手となる人たちも、ボランティ

アよりも賃労働で働きたいという希望も出てき

ている。 
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【地域に眠るボランティアの芽】 

一方で、ボランティアが 100 人以上活躍する

団体では、最近は、男性だけでリペアクラブと

言う修理するボランティア団体が立ち上がって

いる。また、地域の人たちが草刈りをしてくだ

さる。あるいは、野菜や魚とかいろいろと物資

を支援してくれるところも一部見えてきている

ことから、地域の中からボランティアの芽が全

く消えたかというと、そういうわけではない。

しかし、全体的には減ってきていることは、イ

ンタビューから見えてきた。 

ボランティアの語りの分析の結論として、NPO

が現在も新しく誕生し続けているということは、

支援コミュニティも増えている。また、必要な

支援やサービスがあるからこそ、新しい問題に

対して真摯に取り組んだ結果、現在のニーズに

合わせたテーマ型に分化する傾向になっている。

さらには、介護保険の枠内での高齢者支援は、

知多半島内ではかなり少ない。見方を変えれば、

社会福祉法人、通所系とか訪問系では株式会社

の事業所もあるので、NPO は別方向という考え

方もできるのではないか。 

NPO の中には、ボランティアにそもそも頼ら

ない団体もある。ボランティアの絶対数は減少

している。結論として、福祉 NPO は生活の中で

営まれるケアを育む活動ではなくシステムの一

部として福祉サービスを提供することが大きく

なってきていると捉えれば、知多半島の NPO は、

市民活動やアマチュア、ボランティアから、か

なり専門的な活動に移行してきたということが、

今回の調査を通して分かってきたことになる。 

本調査は分析を続けるが、いったんの結論と

しては、全国的にも知多地域においても、地域

福祉の担い手は不足していることは、かつてボ

リュームゾーンだった専業主婦層の絶対数が減

っていることから言える。知多半島の福祉 NPO

の強みである「ないものはつくる」。そのスピ

リットは現在も受け継がれていることは、イン

タビュー調査を通して分かってきた。繰り返し

になるが「ないものはつくる」理念を踏襲しな

がら、福祉については専門性を高めてきた結果、

一般アマチュアのボランティアが通うという素

地は、今は減少してきたと結論付けられる。今、

国の政策として目指す地域共生社会には、住民

参加が謳われているが、NPO に限らず、どうす

ればその素地を残した福祉の在り方を作ること

ができるのかと思う。 

最後に、今でも有償ボランティアで家事援助

を行っている団体から、ヘルパーが訪問するお

宅の中には、高額家事代行サービスを頼んでる

というエピソードを聞いて、最近、僕が見てい

る社会とは、全てお金で済ませようとしている

社会なのか。確かに、お金を払う方が変にお返

しをしなくていい。でも、お金がなければ社会

ネットワークに参加できないということなのか。

これは、僕の中の福祉的な観点からすると後腐

れのない関係性は問題であり、今後、検証して

いきたいと考える。とはいえ、昔のような社会

に戻すことはできないならば、どうすれば、今

の時代に合ったお互いさまのシステムをつくる

ことができるのだろうか。今、「地域共生社会

の在り方検討会議」などでは RMO 的な機能（地

域運営組織・地域マネジメント機能）に相当す

る議論がなされているようだが、僕の見解とし

ては、経済的システムを取り込んだ形で、もう

一回お互いさまの仕組みを地域につくる時代へ

と移ってきてるのではと思っている。岡本さん

の視点ではどうか？  

 

岡本）先生から声がかかり、90 年代に NPO を立

ち上げた 3 人のリーダーへのインタビュ

ー調査をお手伝いすることになった。以

前、日本福祉大学の千頭聡先生の監修下

にて行った「福祉・子育て支援 NPO で働

く人の実態調査」（2004）、また同じ視

点で「愛知県 NPO 雇用調査」(2011)を担

当した。その双方からは、働く皆さんの

意識が非常に向上していると確認され、

知多地域の福祉の NPO には「市民性を育

む力がある」と結論づけられている。そ

の変化に関心と目線をもって、現在のリ

ーダーの調査に同行した結果、知多地域

のネットワークの中で綿々と続く共通す

る 3つの価値観が示された。1つは断らな

い支援。制度の対象外となる人も含め、



 

6 SUPPROT NEWS 

「うちでは対応できないかもしれないが、

必要なところにつなげる」、あるいは

「どうしたらできるだろう」と、必ず相

談を受ける方針の団体が多かった。もう

一つは居場所づくり。利用者にとっても、

働く人、ボランティアにとっても居場所

になり得る場づくりをしている。最後の

3 つ目は働き方の多様性。以前から子育

てや介護中の人の短時間労働はあったが、

今回のインタビューでは高齢になっても

働き続ける人、また若者が副業として短

時間労働する人もいた。それから、障害

当事者であるお子さんやその保護者が短

時間ボランティアや短時間労働で関わっ

ている。これらは居場所づくりにも直結

するが、この地域では、働き方改革より

もっと早くから、いろいろな状況の方が

関われる環境づくりに取り組んでいる。 

他方、これから検討が必要なキーワードが散

見された。1 つはインクルーシブ教育や保育の

分野では、まだ分断が残ることに対して状況は

様々ありながらも、この地域で一緒に暮らす覚

悟をもって取り組む姿は、90 年代と変わらない

と感じている。2 つ目は継承について、「どう

やって続けていくのか」「交代したいけど、ど

うしたらいいのか」「ただでさえ人材不足の中

で次につなげることが難しい」「法人の統合あ

るいは解散」という言葉も出ていた。 

最後に、認定 NPO 法人でも寄付集めが難しい

という声が上がっていた。一方、遺贈寄付をし

たいがその受け皿がない問題も出ていた。地域

が良くなっていくつながりをみんなで作ってい

くことが求められていると思った。 

今回は、調査によって整理された現状を報告

する会だが、もう 20年前のシステムを続けてい

ても解決できないこともあると伝えたかった。

今の時代にあった福祉のあり方をグループに分

かれてフリートークしていただきたい。 

【グループワークでの感想】 

◇ゆいの会も今年 35周年を迎え、いろんな資料

を整理しながら思い出すことがある。もともと

ジェンダー論から入った私は今、中間支援組織

リンクちたでの活動を通じて、次の世代、社会

の変化とともに求められているものは住民自治

だと見えている。常設型の居場所を住民自ら立

ち上げ、自ら地域の問題を解決する自治を担い

始めた。一般住民が学ぶ社会教育の充実も必要

になる。 

 ◇何かを始めるとき、既存グループに入るの

は苦手だが、新しくグループを立ち上げるまで

の勇気はない場合にどうするのか？例えば、時

間と場所が検索できるタイミーのような情報サ

イトがあれば、既存だろうが新しい活動だろう

が、その人が選べば別に困らないだろうという

話になった。 

◇夏祭りを準備する中学生にテントの立て方を

拡声器で怒鳴るおじいさんを見ていて、パワハ

ラと言われたくない 50代は中学生に叱咤できな

いし、祭りが終わった後の達成感も導けない。

そもそも中学生にお祭りを受け継いでいこうと

いう気概もない。生きている限り課題は見つか

る。その時、一人で解決が難しいと仲間を作り、

また短期解決が難しければ若い人に繋いでいか

ざるを得ない。他方で、ボランティアが見つか

らない、地域活動が停滞する中で、僕らはちょ

っと熱量が冷めているのかと凹む。そのお祭り

で拡声器持って叫んでるおじいさんのせいでみ

んな自治会から離れるんだよと思いながら、や

っぱり誰かが思いを伝えないと、祭りもできな

ければ出会いもない。その思いはちゃんと持ち

直さなければいけないなと感じている。 

◇ボランティアはマンパワーじゃない。集めよ

うとするのではなく、参加したくなるような取

り組みを考えていかなければいけない。また、

いろいろな組織や NPO、ボランティアが今、壊

れては再生している。新しいものが生まれるに

は、古いものが無くなり、時代に合ったものが

生まれてくる。楽しく生み出すところが一番楽

しかったはずではないか。無理に長引かせずに、

新しい動きができていくところをみんなで喜び

合いたいと思う。          

文責：市野 
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～「やってみたい」をかたちに～ 

手づくりカフェ Ada-coda 

■星槎名古屋中学校「中学生レストラン」 

 8月 5日（水）、星槎名古屋中学校料理部によ

る『中学生レストラン』を開催し、担当教員 1

名と 11名の生徒が参加しました。2015年に始ま

った本企画は、コロナ禍による 2 年間の休止期

間を経て再開され、以降は毎年開催しています。

今年も、生徒の活躍を楽しみにしている保護者

や生徒の友人、一般市民が食事を楽しみました。 

 この日は、東海三

県の食材を使った

“地産地消おばんざ

いランチ”（写真右）

を 42人に提供しまし

た。穴子のひつまぶ

し風ごはん、ナス田

楽、ミルフィーユカツなど、7 品のおばんざい

を用意。中でも、キスの南蛮漬けは、魚を捌く

工程に生徒が挑戦するなど、調理に向き合う姿

勢が頼もしく感じました。 

 1 年生のころから中学生レストランに参加し

ている生徒は、現在は料理部の部長として後輩

を支えながら活動を引っ張っていました。将来

は料理人を目指しているといい、調理技術の向

上に加えて、仲間と協力しながら場をつくる力

も育ってきている様子が印象的でした。自分た

ちの料理を身近な人に届ける経験は、生徒たち

にとって励みとなり、日頃の活動が地域につな

がっていくことを実感する時間となっていまし

た。（落水） 

■知多翔洋高校「高校生レストラン」 

 8月 26日(水)、27日(木)の 2日間、知多翔洋

高校の生徒による高校生レストランを開催しま

した。約 10年ぶりの開催となった今回は、選択

授業の一つ『調理パターン』を専攻する 3 年生

11 人が参加、授業で培った技術を地域の皆さん

に披露するランチ営業を行うことで、地域の人

との交流の機会にもなりました。 

 初日を担当した 6 人の中華班は、餃子、から

あげ、麻婆豆腐、炒飯などを盛り込んだ“まん

ぷく定食”を 32人に提供しました。これまでの

実習の中で、中華料理を作る機会が多かったこ

とや、メンバーが好きな中華料理を作ろうと話

し合い、メニューを

考案しています。翌

日は、韓国班の 5人が

担当。メニューは、

温玉とろけすぎだろ

ビビンバ、ふわっチ

ムケランチムと、料理名にも工夫を凝らした

“韓国フルコースランチ”（写真上）を提供、

31人が来店しました。 

生徒たちは、営業に向けてメニューづくりや

チラシの作成、試作、校内での試食会など、ひ

とつひとつの準備を丁寧に積み重ねてきました。

どの工程でも「どうしたらおいしくなるか」

「どうしたら来てくれる人に楽しんでもらえる

か」を話し合いながら進めており、当日を迎え

る頃には、班ごとのチームワークも自然と深ま

っていました。 

当日は、調理・盛り付け・接客などの役割を

分担しながら、慣れないながらも一生懸命に来

店者へ料理を届けました。注文が重なる時間帯

には緊張した表情も見られましたが、互いに声

を掛け合いながら進める姿が印象的でした。営

業後には、「疲れたけれど、直接おいしかった

と言ってもらえて本当にうれしかった」と笑顔

で話す生徒もおり、努力が地域の方の言葉とし

て返ってくる経験は、彼らにとって大きな励み

になっていました。 

今回の参加者の中には、将来調理の道に進み

たいと考えている生徒もいます。メニューの企

画から調理、接客までを自分たちの手でやり遂

げた経験は、日頃の学習が実際の場でどう生き

るのかを実感する機会となり、進路への思いを

より確かなものにしていました。地域の方に支

えられながら学びを形にする体験を応援するこ

とで、生徒たちの「やってみたい」を形にする

一歩を支えることができました。（落水） 
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■介拓奨学生プログラム修了報告 

愛知県内の高校生 15 人を対象にした介護職員初

任者研修課程が 8 月 19 日に修了しました。実習に

ご協力いただいた高齢福祉 6 事業所、児童福祉 5

事業所より寄せられた感想を紹介します。(山森) 

（社福）愛光園 デイサービスセンターこぶし 
・学生の受け入れに不安はありましたが、職員の

問いかけに対してしっかり受け答えができ、素直

に取り組む姿勢が見られたため安心できました。

このような雰囲気であれば、双方にとって良い機

会として定着していくと思います。 

・高齢者施設では、若い人が来てくれること自体

が利用者様の楽しみにつながり、喜ばれる方が多

くいらっしゃいます。また、職員にとっても実習

受け入れを通じて自身の仕事を振り返る機会とな

り、学生と関わる中で初心に立ち戻る機会になっ

ています。 

認定ＮＰＯ法人すけっとファミリーデイサロンりふれ 
・コミュニケー

ションが得意で

ない学生も、頑

張って笑顔で話

しかけている姿

が印象的でし

た。（写真右） 

・困った時や分

からないことを

職員に確認する姿勢も良かったです。 

・利用者様にとって、若い学生が施設に来ること

は大きな喜びにつながり、一生懸命取り組む姿か

ら元気をもらえるようです。担い手不足が続く介

護現場において、人材創出につながる可能性に期

待を感じています。 

NPO 法人とこっ子 Fellow 
・調理作業など見学中心の場面もありましたが、

説明に頷いたりメモを取ったりしながら実習に取

り組む姿勢が素敵でした。これから進路や目標に

向かって歩んでいく皆さんの今後が楽しみです。 

・学生が来ることで利用者様が緊張するのではと

心配していましたが、不安な様子はなく、むしろ

学生に頑張っている姿を見せようと張り切って活

動されていました。 

介拓奨学生プログラムＨＰの詳細は 

こちらからご参照ください→→→ 

■一箱本棚オーナー募集 (認 N)絆 

（N）絆の一箱本棚オーナー制度「ひと・はこ文庫」は、

毎月、本棚使用料を支払うと本棚のオーナーになり

自分だけの世界をつくることができます。あなたも

本棚オーナーになって、本を通したつながりを作っ

てみませんか？まずはお気軽にのぞいてください。 

日時 毎週月～金曜日 9:30～16:30 

会場 地域の縁側グリーン・ラソ 
    愛知県知多郡東浦町緒川屋敷弐区 61-1 

     電話 0562-84-7836 

■参加者募集 (N)志民連いちのみや企画運営 

人にやさしい街づくり地域セミナーin いちのみや 

『街ぶら＆おしゃべりルーム 人にやさしい街ってど

んな街？』をテーマに、一宮市にて開催する。 

【第 1 部】街ぶら：一宮のまちなかを周遊 

【第 2 部】おしゃべりルームでグループワーク 

申込 無料、10 月 25 日〆切、60 人（先着順）  

日時 11 月 8 日(日) 13 時～16:30 まで 

会場 一宮市市民活動支援センター(集合・解散) 
    愛知県一宮市栄 3 丁目 1 番 2 号 i-ビル 3 階 

     問合先 05８６-２8-86４４（一宮市建築指導課） 

■助成申請募集 ベティ基金 9 月募集開始 

㈱RandT カンパニーでは、制度によらない障害福

祉による地域課題の解決に取り組む活動を応援。 

募集 9 月 1 日～11 月 30 日〆切 

審査 12 月（助成金支払は 2027 年 1 月下旬予定） 

申請書は下記 URL からダウンロード   
https://sapochita.wixsite.com/betty/shinsei 

問合 地域福祉サポートちた（安藤）  

■受講者募集 強度行動障害支援者養成研修基礎 

日時 1 月 23 日（土）、24 日（日）両日 9：30 開始 

会場 知多市市民活動センター2 階 会議室 1,2 

定員 40 名（先着順） 

受講料 22,000 円（税込・テキスト代込） 

本課程修了資格は、施設入所支援、重度障害者支援

加算の対象 

問合 地域福祉サポートちた（大黒）  

◇新規入会紹介  知多市商工会 様（準会員・団体） 

◇サポ会員募集  地域・分野を超えた活動を支えてください 
▶入会・寄付のお願い https://sunnyday-cfsc.ssl-lolipop.jp/18_sien.php 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

SUPPROT NEWS 秋号 （2026 年 10 月 1 日） 

〈発行〉 NPO 法人地域福祉サポートちた 
       所在地 〒478-0047 愛知県知多市緑町 12－1 知多市市民活動センター1 階 

                HP  https://sunnyday-cfsc.ssl-lolipop.jp/       

INFORMATION
サポちた会員の皆様からのお知らせ 

https://sapochita.wixsite.com/betty/shinsei
https://sunnyday-cfsc.ssl-lolipop.jp/18_sien.php
https://sunnyday-cfsc.ssl-lolipop.jp/

